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ニトロペンテンの合成海よび重合

浅原照三・二好淑子
　ニトロパラフィソにおいて，ニトPt基のついた炭素原

子に結合した水素はプロトソとして放出されやすい・従
ってカセイァルカリ，アルコラート，強塩基性イオソ交

換樹脂を触媒とし，各種のアルデヒドをニトロパラフィ
ソに反応させるとニトロァルゴ・一一ルが合成される1）．こ

のニトロアルコールは無水ブタル酸，塩化チオニル，五

酸化IJ　y等を用いて脱水するとニト官オレフ1yにな
る2）．われわれはニトvメタソとブチルアルデヒドを反

応させてニトロペソテソを含成し，その構造を究明する

と共にその重合性についても検討することとした3）・

　1）＝トロペンタノールの合成上述のようにニト　Pt
パラフィソにアルカリ触媒の存在下でアルデヒドを反応

させると
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の反応機構によってニトPtアルコールが得

られる．反応の一例をあげるとつぎのよう

である．ニトロメタy299，ブチルアルデ
ヒド359，に溶剤としてメタノールを15cc
加える．これに6Nの水酸化ナトリウム水
溶液1～2ccを触媒として添加する．反応時
温度は急速に上昇するが，冷却しないで放
置しておく．反応時間は30minである．反
応後塩酸で中和し，溶剤回収後，減圧蒸留
する．生成した1－nitro－pentanol－2の性…

状はbp　89～91°C／5mmHg，　nD201．4435，

d4201．0556である．収率85％このニト
ロァルコールおよびアセチル化物の赤外線
吸収スペクトルを示すと第1図および第2
図のようである．第1図では2．93μにOH
基，6．40，7．20μにニトP基，第2図では
6．39，　7．21μ　にニトP基，5．68，8．13μに

アセチル基にょる吸収が認められる．

　2）ニトロペンテン　ニトロペyタノー
ルに当量の五酸化リソを加え，減圧下で反
応させるとニトロペソテソが留出する．収
率は80～90％である．淡黄色の強烈な催
涙性の液体である．bp　70°c／15mmHg，
nD201．4510，　d4200．　9943である．元素分

析値はC：52．3％，N：11．　O％，　N：11・0％
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テyの重合を行った．重合率は約50％であり，その重
合度は平均6であった．熱重合の場合や触媒として過酸
化ベソゾイル，塩化アルミニウム，金属ナトリウム等を
用いた場合について検討したが，メタノールカリ媒触以
上の結果は得られなかった．目下この重合物の誘導体に
つき研究中である．（1955，2．7）
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第4図　ニトロペンテンの紫外線吸収スペクトル
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第1図　ニトロペンタノールの赤外線吸収スペクトル
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である，また，その赤外線および紫外線吸収透80

スペクトルを示すと第3図および第4図のfi　601．

ようである．第3図では6．58，7．39μに
ニトロ基（共ヤク），6．08μにエチレソ結
合（共ヤク）にょる吸収が認められる．第4

図では229μμに吸収極大が認められる・
これらの事実よりこのニトロペyテソは
1－nitro－pentne－1であることが判る．

　3）　ニトロペンテンの重合　0．1～0．5N
のメタノー一ルカリを触媒とし，ニトロペソ
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ニトロペンタノールのアセチル化物の赤外線吸収スペクトル
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ニトロペンテンの赤外線吸収スペクトル
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